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那珂川町 引 越 翌日、僕 町内 探 物

。来日前 読 本 、「日本人

新 引 越 、近所

際、 配 」 。 、私 町

内 屋 訪 。

屋 主人 、 本 書

少 古 風習 説明 、私 気持 応

、近所分 券 作 売 。

、僕 店 常連 、

教 。時々、彼 僕 注文

他 一品 持 、僕 感想 興味

津々 。 新店舗 開店 、

一品料理 新 ー 載 。

僕 年前 仕事 町 離 東京 行 前 週、

屋 主人 僕 「一日 研究講座」 開

、 苗 育 方 割 打 方 食 方

教 。 年後、東京 戻 僕

歓迎会 開 。 後、国内外 親戚

友 那珂川町 来 、「 」 欠

存在 。

彼 、数年前 「 研究会」 時折 開 、僕

妻 参加 。習 僕

、日本 那珂川町

色々学 。地元産 粉 、

伝統 厳 守 創意工夫 、 中

「豆腐 」 研究賞 受賞 、 熱心

研究 。

、 月 日 彼 亡 。僕 那珂

川町 好 再発見 、 師匠

。 、寂 …。
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なかがわ

に っ してきた は に し

がありました に んだ によると

は しいところへ っ しをすると へのあいさ

つの そばを る とありました そこで は

のあるそば を ねました

そば のご からは その に いてあることが

し い だと されましたが の ちに

え のそば を り ってくれました

しばらくすると はその の となり そばの

ことについて わりました は の した

そばの にもう を ってきては の に

でした そして を したときには それ

らの が しいメニュ に っていました

が に で を れ へ く の そ

ば のご は のために そば を

き そばの の て から そばの ち と べ

を えてくれました から ってきた

の も いてくれました その の

や だちが に たときは そば は かせ

ない でした

は から そば を り き

と までも させてくれました いにいった は

そばだけでなく についても についても

びました のそば にこだわり そばの

を しく りながらも され その の

そば は を するほどで そばを

に していました

しかし に は くなりました が

を きになり できるのは そば のおか

げでもありました ああ しいです
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